
大規模修繕工事の失敗しない進め方

予定修繕工事時期の約３年前程度
➤ 大規模修繕に向けた今後の進め方の検討
➤ 設計事務所、マンション管理士等、コンサル参入の検討

➤ 設計事務所、マンション管理士、コンサル又は診断専門業者に発注
（基本設計、実施設計、監理のコンサルは別とし、建物調査診断のみの発注とする。）

➤ 診断結果を住民説明会にて周知

数量公開方式よりも
工事費が抑えられ
良質な工事が可能！
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大規模修繕工事

委員会の設置

建物調査診断

アンケート調査

①早急に工事が必要 ②長計による時期が適当 ③工事時期の先送り 長期修繕計画の工事周期の見直し

業者の決定

Ａ.管理会社

Ｄ.管理組合 第三者を立てずに修繕委員会や理事会の有識者がその役割を担い進める

Gunn Arc Inc.

①管理会社・関連会社が施工する

②管理会社が設計コンサルを担う

①数量内訳書(数量公開)による見積り合せ

②改修詳細設計図による

見積り合せ

基本設計

実施設計

優先度表の作成

長計の見直し

修繕工事の時期の設定

Ｃ.設計コンサル

②見積り合せ：公募や指名等により複数社から選定する

①特命見積り：元施工会社等の１社からの見積りにより行う

Ｂ.施工会社

癒着問題！
数量の増加等により組合負担が生じ

訴訟問題になったり、特定の１社の

見積金額が低くなるよう同社にだけ

少ない数量の工事内容を伝える等の

不正が行われる恐れがあり、

数量公開には問題が多々ある！



マンション大規模修繕工事

３つの発注方式

施  工

工事監理

設計 調査

施  工

管理組合

（理事会・修繕委員会）

設計コンサル

（設計事務所・管理会社等）

施工会社
コンストラクションマネジャー

（マンション管理士・コンサルタント等）
管理会社・関連会社

設計事務所 専門業者

施工会社 管理会社

Gunn Arc Inc.

施工会社

設計監理方式 責任施工方式 ｺﾝｽﾄﾗｸｼｮﾝ・ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ(CM)方式

調査設計

業者選定支援

（工事見積りの精査等）

工事監理

調査設計

施工

工事監理

業務統括


